
パブリックコメントで寄せられた意見の概要及び市の考え方 
 
平成 18 年 10 月 1 日（日）～平成 18 年 10 月 31 日（火）までの間、男女共同参画プラン

案について意見等の募集を行った結果、1 人の方から 5 件の意見をいただきました。これら

の意見について適宜要約したうえ、項目ごとに整理し、それに対する市の考え方を次のと

おり公表します。 
 

意見の概要 件数 市の考え方 
男女共同参画に関する講座の実施で

他の市町村の講座を調査し、参考にし

て行政主導で広く受講生を募集して、

男女共同参画推進サポーターとなる

人材を育成してほしい。 

1 

本プランを推進していくうえで、他の市町

村の現状を調査・研究し、今後の取り組み

に役立ててまいります。なお、人材の育成

については、各分野における推進課題とし

て取り組んでまいります。 
家族経営協定は広報等で知っていま

したが、数年後の現在はどうなってい

るのでしょうか？家族経営協定締結

後のフォロー等の現状はどうなって

いるのか。 
1 

「家族経営協定」は、家族全員が、意欲と

生きがいをもって魅力的な農家生活・農業

経営に取り組むための家族ルールづくりで

あり、協定締結後の運用は各家庭にて自主

的に話し合い決定されるものです。 
 市におきましては、専業農家の方に、こ

の協定を締結して頂きたいと考えておりま

す。 
また、締結時には協定当事者の責任感が高

まるように、県・市・農協等が調印式立ち

会っています。 
男女共同参画の推進において、男性の

家事労働への協力は欠かせないこと

です。男性の意識改革が不可欠。 
1 

市においても重要な点であることは認識し

ており、 
基本目標 3  男女がともに担う地域社会づくり 

方針 2     地域社会における男女共同参画の推進 

施策の方向 1 地域活動等への参画の促進 

具体的施策 家庭生活における男女共同参画 の促進 

にて取り組んでまいります。 
市職員は県単位の研修に参加し、現状

を把握し、男女共同参画の講座をアウ

トソーシングするのではなく、職員と

市民が中心となって、専門家のアドバ

イスを受けながら進めてほしい。 

1 

男女共同参画に関する正しい意識を持つた

め、市職員を対象とした研修や市民への多

様な学習機会を設け、充実を図ってまいり

ます。 



海津市男女共同参画策定委員会にお

いて、役職を兼任している方ばかり出

なく、プランが策定されたら引き続き

携わっていける方、積極的に携わりた

い方がメンバーになれると良い。 

1 

このプランを市民の方々とともに連携し推

進していくために、男女共同参画に関して

一緒に取り組んで頂ける方を募集する公募

枠を設けた懇談会を設置し、プラン推進に

努めてまいります。 
 


